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ゼミで学生たちとフェアトレードの大規模な販売を開始して 3年が経過した。2006年の時点では、

関連の文献は限られていたが、2007年以降「フェアトレード」のタイトルを戴く本が続々と出版さ

れるようになった。二言目には「欧米に比べて普及が遅れている」と言われるフェアトレードだが、

日本でも確実に人々の注目を集めていることがうかがえる。さまざまな大学に学生サークルが誕生

し、オリジナル商品を開発するなどユニークな活動を展開している。子島自身も、今年（2008年）

秋に館林市の中学生18名にフェアトレードの講義をおこない、後日「国際交流まつり」で販売をお

こなった。中学生たちは初めての国際協力として販売に熱心に取り組み、1日で 8万円もの売上を達

成した。なによりも販売自体を大いに楽しんでもらえたようである。国際協力に関心をもつ若い世

代のフェアトレードへの参入は、ますます広がっていくことになるだろう。

ここでは、ここ 1、2年の間に刊行された関連文献の中から 3冊を取り上げる。そして、「ゼミの

学生とともに読む教材」としての観点から批評していきたい。

まず、長坂寿久編著の『日本のフェアトレード』である。長坂氏は、拓殖大学国際学部の教員で

あるが、この本は同氏が座長を務めたフェアトレード研究会（国際貿易投資研究所）での研究をベー

スとしている。構成は次の通りである。

第Ⅰ部 総論 フェアトレード入門

第Ⅱ部 日本のフェアトレード団体

第Ⅲ部 日本のフェアトレードショップ

第Ⅳ部 日本のフェアトレード情報ネットワーク

第Ⅰ部の入門編は長坂氏が執筆しており、以下の章立てとなっている。

第 1章 フェアトレードとは何か

第 2章 フェアトレード基準について

第 3章 フェアトレード市場の展開
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第 4章 企業・自治体・政府の可能性

第 5章 消費者運動としてのフェアトレード

第 1章は、フェアトレードの「理念」を紹介している。あえて括弧付きとするのは、「適正な価格

での取引」「長期的・安定的契約」「前払い」などフェアトレードの核心とされるものが、実際にど

の程度まで実行されているのか（あるいは理念に終わっているのか）については、不断の検証が求

められるからである。本書では、FLO（国際フェアトレードラベル機構）の設定したコーヒーの最

低定取引価格が紹介されている。しかし、コーヒーにとどまらず、「あらゆる商品」において、「適

正な価格での取引」がなされていることを、フェアトレード団体は示し続けなければならないし、

研究者の側もその点はシビアに評価していく必要があろうだろう。フェアトレード商品の販売に取

り組むゼミであるならば、「なんとなくいいことをしている」という雰囲気に流されてしまうことが

ないよう、なおのこと具体的な事例と付き合わせつつ、この部分を読みこんでいく必要がある。

第 2章からはかなり話が具体的になり、長坂氏のこれまでの研究成果が集約的に表れている。と

りわけ第 4章は、自治体へファアトレードへの参加を呼びかけ、連携を探る際に参考となるだろう。

第 部以降の後半部は、フェアトレードを実践する団体やショップ、ネットワーク等による「自

己紹介」である。シャプラニール、第 3世界ショップ、ネパリ・バザーロなど12の団体（会社）、花

巻の「おいものせなか」や熊本の「らぶらんどエンジェル」など 8つのショップ、そして「フェア

トレード学生ネットワーク」などの 5つの情報ネットワーク組織を概観することで、日本のフェア

トレードの現状を理解することができる。本書を片手に、団体やショップ巡りをすれば、国際協力

に関心をもつ学生の視野は間違いなく大きく広がることだろう。現時点では、読者に「フェアトレー

ドを知ってもらう」ことに力点があるため、このような当事者自身による紹介にも意義があると言

えるだろう。ただし、その点は認めつつも、それが今後も繰り返されることは研究の観点からは望

ましくない。当事者自身による紹介には、自画自賛となりかねない危険がつきまとうことは指摘し

ておかなくてはならないだろう。特定の団体やショップに関する「批判的な視点を内包する研究」

が発表されるようになることが、フェアトレードの長期的発展を考えるうえでも望ましい。

いずれにせよ『日本のフェアトレード』は、フェアトレードの研究と実践に携わるゼミにおいて、

最初の 1冊として読まれるべき本であろう。

「その次に読む本は何でしょうか？」と学生が聞いてきたならば、ニコ・ローツェンとフランツ・

ヴァン・デル・ホフの『フェアトレードの冒険』を推薦したい。この本はタイトルに違わない冒険

譚であり、読み物として文句無しに面白い。ヨーロッパにおいてフェアトレードが普及するに際し

て、「認証ラベル」が大きな効力を発揮したことが知られている。そのマックスハベラー・ラベルの

仕組みを作り出した二人のオランダ人、神父のフランツとボランティア青年ニコの物語である（『日

本のフェアトレード』でも、マックス・ハーフェラールとして、第 2章で紹介している）。

メキシコのコーヒー農家からオランダのスーパー、さらに欧州市場へとめまぐるしく話が展開す

るのだが、筆者の印象に深く残った部分を 2カ所紹介したい。まず、フランツ神父が農民たちと集
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会を開き、コーヒーの適正価格を計算する場面である。フランツは0.65ドルと見積もるが、仲買人た

ちの買値はわずかに0.25ドルである。「こんなひどい豆じゃなあ」、これが彼ら「コヨーテ」の言い分

である。しかし、フランツたちが試しに港まで豆を運ぶと、そこではなんと0.95ドルという価格がつ

いたのである。経費を精算した後の農民たちの取り分は、0.83ドル。話はすぐに知れ渡り、3つの村

で始まった試みは17の村々へと広がり、正式な生産者団体が誕生する。しかし、そこから前進を遂

げていく道のりは険しいものであり、フランツは多くの仲間を失うことになる。

「私はすでに三七人、仲間を失っている。殺された者だけでなく、脅迫に耐えかね自殺した者も

いる。こうした殺人のすべてが、コヨーテ、すなわち逆恨みした仲買人によるものとは限らない。

軍が関与している可能性もある。メキシコ政府は、少数民族の蜂起を恐れており、軍を使ってイン

ディオの人々の動きを封じようとしてもおかしくない。真相は謎のままだ。……この時期は本当に

大変だった。私はいくつもの葬儀をとり行った。確かに悲しみも怒りもあった。だが、これらの試

練を経て、私たちは強くなった」（83ページ）。

国際NGOであるソリダリダードからメキシコに派遣されたニコが巡り会うのが、これらの農民

である。そして、「コーヒー生産者組合を立ち上げる時は、確かにソリダリダードの支援が役立った。

でも、今はもうシステムが出来あがったので、商品を適正価格で買ってくれさえすればそれでいい」

との言葉を聞き、衝撃を受ける。彼は、支援金をあげる、もらうという視点でしか物事を考えてい

なかったからである（53ページ）。ここから適正価格のコーヒーを多くのオランダの消費者に届ける

べく、すなわちスーパーの棚に大量のフェアトレード・コーヒーを並べるべく、ニコの奮闘が始ま

る。しかし、コーヒーやスーパーの大手企業は、フェアトレードの市場進出を阻止しようと、あの

手この手を打ってくる。中小の会社にも圧力をかけたり懐柔したりして、協力を見合わせるよう働

きかけるのである。八方ふさがりの状態から、ニコは何とか協力してくれる会社を探し出し、コー

ヒーの発売にこぎつける。マスコミをうまく味方につけたこともあり、マックスハベラー・コーヒー

は数十年の間、まったく新規参入のなかった業界において、2.7パーセントのシェアを獲得する。こ

の最初の「成功」が、本書の中間地点にあたり、続いて欧州市場への展開が描かれている。

最後に取りあげるのは、三浦史子『フェアトレードを探しに』である。章構成は次の通りである。

第 1章 ダージリンへ ―紅茶とフェアトレード・ラベル

第 2章 ヨーロッパへ ―カフェやショップと活動家たち

第 3章 ガーナへ ―開発援助とフェア・トレードの関係

第 4章 なにをアンフェアと呼ぶのか？ ―国際的な背景とさまざまな運動のかたち

第 5章 インドへ ―半砂漠の刺繡とガンディー運動

第 6章 そして日本へ ―手工芸品のデザインとネットワーク

目次からわかるように、フリーランスのライターである三浦氏が世界中の現場を訪ね歩き、イン

タビューしてまわった労作である。特に生産者の生活状況やコミュニティの様子、そして彼女たち／

彼らのフェアトレードに対する意見を活写している点が、本書の価値を高めている。とりわけ、第

1章のダージリンの紅茶生産者については300ページの本文中100ページを割いている。フェアト
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レードで扱われる飲料として、紅茶はコーヒーに次ぐものであるが、コーヒーと比べると研究資料

は格段に少ないように思われる。この点からも貴重な第 1章の内容を紹介したい。

70万の人口の過半数が紅茶産業に従事しているダージリン丘陵には90近い茶園があるということ

だが、セリンボン、マカイバリ、サマベオンといったフェアトレードで知られる茶園を訪問してい

る。とりわけ、FLOとの関係に焦点を当てて、記述は進められていく。FLOとは、Fairtrade Labelling
 

Organizationsの略称であり、フェアトレード商品の認証団体である。コーヒー、紅茶、バナナ、カ

カオなどの品目に対して公正な取引基準をもうけ、監査をおこなっている。FLOに認定された商品

は、「フェアトレード・ラベル」を付けることができる（18ページ。）。

さて、インドの法律によって、ダージリンの農園で働くワーカーの日給は一律45.9ルピーと定めら

れているが、フェアトレードを導入するとどのような違いが出るのか。実はワーカー個人が受け取

る給料は変わらないのだが、FLOのシステムでは、農園に支払う紅茶代金のほかに、ワーカーやコ

ミュニティのために「プレミアム（奨励金）」を取引量に応じて支払うことになっている。取引量の

多い農園では、日本円にして年間500万円以上になるというから、そのインパクトも大きい。このプ

レミアムの使途は、経営側とワーカーの代表で構成される「ジョイント・ボディ」で決定される。

たとえばセリンボン（2005年）では、子供200名に対する肝炎の予防注射や、貧困世帯の生徒・身体

障がい者・高齢者への経済的支援（物品供与の場合もある）などに20万ルピーが用いられている（44

ページ）。

やはりと思わされるのは、フェアトレードで恩恵を受けているワーカーたちがその中核の概念で

ある「公平な取引の推進」を知らず、プレミアムを「援助」として解釈していることである（36ペー

ジ）。さらに複数の茶園や小規模農家への訪問によって、フェアトレードの理解度に差があることが

明らかになっていくのだが、「援助から対等なビジネス・パートナーへ」というフェアトレードの理

念を根付かせる作業が、なかなかに困難なものであることは間違いないだろう。これは先進国の消

費者にも当てはまる。章の終わりを筆者は次のように結んでいる。

「スーパーの棚に並ぶフェアトレード・ラベル商品が訴えかけるメッセージが、「何も考えずにこ

れを買いましょう」ではなくて、「これをきっかけに、考えましょう」ということであってほしいと

思う」（100ページ）

取材に 3年間以上かけたというだけあって、『フェアトレードを探しに』には、数々の現場を歩い

たことによって得られた知見が数多く盛り込まれている。インド、ヨーロッパ、アフリカ、そして

日本。さまざまな場所において、さまざまな角度からフェアトレードを検討しており、その良さと

問題点の双方が具体的に提示されている。内容が非常に濃密なものであるため、二読三読に値する。

ここしばらくは、フェアトレード関連の本は出版されてつづけていくだろう。子島ゼミとしても、

これまでの活動のまとめとしてフェアトレードの本の出版を企画している。具体的には、2009年に

4回目を迎える館林での大規模販売を軸に、扱った商品の文化的な特徴や生産者の生活の紹介を盛

り込みたいと考えている。先行研究である 3冊の書評作業を通して、今後求められる課題も浮かび
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上がった。次の 2点を最後に記しておくこととする。

1 成果も失敗も可能な限り具体的に提示する。特に失敗を明記すること。

2 販売した商品が「フェア」であることの検証作業を盛り込む。

そのうえで、館林での販売と付随する情報発信活動を、他の地域にも応用可能なモデルとして提

示することに努めたい。これによって、自らに対する批判的な態度を維持しつつ、フェアトレード

を広げていくという課題への道筋をつけることも可能となるだろう。
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